
日本で生活している留学生は、様々な場面で日本人に出会い、日本語を使う機

会があるわけですが、主体的に場面に参加したり、相手と一緒に場面を展開さ

せたりすることはそう簡単ではないようです。なぜなら、留学生は日本語のノ

ンネイティブスピーカーであると同時に、日本社会のノンホスト（＝外国人）

でもあるために、日本人とのインターアクションはいわゆる「接触場面」にな

り、予想できない日本語の問題に圧倒されることが多いからです。今回の研修

会では、接触場面での日本語のインターアクションを意識して開発された『日

本語でインターアクション』を例として、どのような教室での学習活動が接触

場面での参加に役に立つかについて、皆様と一緒に考えていきたいと思います。 

    アクラス研修会のお知らせ （４月） 
     

＜ 著者との対話 ＞ 

 

 

『日本語でインターアクション』 
 

◆日時：２０１４年４月１２日（土）１６：００～１８：００ 

 

◆著者：サウクエン・ファン（神田外語大学国際コミュニケーション学科教授） 

徳永 あかね（神田外語大学留学生別科准教授） 

 

          ＜著者からのメッセージ＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

■場所：アクラス日本語教育研究所  

(中野駅南口３分、詳しくはHPをご覧ください：http://www.acras.jp/) 

■定員：２０名（先着順とします）  

会員でない方は、参加申し込みと同時に会員登録をお願いします。 

会員登録 http://www.acras.jp/?page_id=878 →入会金・年会費無料 

なお、会員登録後、研修会等の情報をＭＬにてお知らせ致します。 

■受講料：無料（ただし、資料代および茶菓代として５００円いただきます）  

■申し込み： http://www.acras.jp/?page_id=897 

http://www.acras.jp/
http://www.acras.jp/?page_id=878
http://www.acras.jp/?page_id=897

